
　　年　  月　  日　
がけに関する調書
（あて先）
名古屋市建築主事
設計者等　資    格　　(   　 ) 建築士 (    　 ) 登録第      　号
氏    名                       　　　　　 　 　  　
(　    ) 建築士事務所 (　　   ) 知事登録第 (　       )
事務所名                                             
当該申請に係るがけは、愛知県建築基準条例第８条に適合し安全上支障がないと判断します。
	１ 建築主名
	

	２ 申請敷地
	名古屋市　　　　区

	３ がけの安全上支障がない措置（該当するがけに関する安全上の措置欄に○印を記入）

	 (1)愛知県建築基準条例第８条（本文）

	　

	　
	　
	がけの上端又は下端と申請する建築物との間が、がけの高さの２倍以上離れている

	 (2)愛知県建築基準条例第８条ただし書（平成１２年 愛知県告示第８９９号）

	　
	 ① 堅固な地盤によるがけ

	　
	　
	　
	がけの地盤が硬岩盤等である
	第１項第一号

	　
	　
	　
	切土によるがけが土質に応じた勾配以下で安全であることを確認した
	第１項第二号

	　
	　
	　
	土質試験等に基づく地盤の安定計算を行い、がけが安全であることを確認した
	第１項第三号

	　
	 ② 擁壁等により保護（有害な沈下、はらみ出し、ひび割れ等がないことを確認した擁壁等に限る）

	　
	　
	　
	建築基準法施行令（以下「令」という。）第142条の規定に適合する擁壁である
宅地造成等規制法　　 検査済証番号（　  　　         ）　交付年月日（　  　年　　  月　    日）
建築基準法　 　検査済証番号（ 　　　  　      ）　交付年月日（　  　年　  　月  　  日）
	第２項第一号ア

	　
	　
	　
	がけの高さが５m以下であり、擁壁がRC造又は間知石練積み造等である
	第２項第一号イ

	　
	　
	　
	擁壁に加わる荷重及び外力に対してそれが支持する地盤の安全性を確認した
	第２項第一号ウ

	　
	　
	　
	地すべり防止施設（地すべり等防止法）が施工されており、安全である
	第２項第一号エ

	　
	　
	　
	急傾斜地崩壊防止施設（急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律）が施工されており、安全である　　　　
	第２項第一号オ

	　
	 ③ 建築物等による安全措置

	　
	　
	 ⅰ がけ上に建築物を建築する場合

	　
	　
	　
	基礎をRC造の布基礎等とし、がけの下端から30度より下方に当該基礎底部 (基礎杭含む) を設ける
	第２項第二号

	　
	　
	 ⅱ がけ下に建築物を建築する場合

	　
	　
	　
	土砂災害特別警戒区域内において居室を有する建築物を建築する場合、令第80条の３の規定に適合する構造の建築物である
	第２項第三号ア

	　
	　
	　
	基礎及び主要構造部をRC造等の構造とし、かつ、がけ崩れのおそれがある部分は開口部を有しない外壁とする建築物である
	第２項第三号イ(ｱ)

	　
	　
	　
	がけと建築物の間に流土止を設ける（がけの高さが概ね５ｍ以下の場合）
	第２項第三号イ(ｱ)

	　
	　
	　
	令第80条の３の規定に準ずる構造の建築物である
	第２項第三号イ(ｲ)

	　
	　
	 ⅲ がけに建築物を建築する場合　

	　
	　
	　
	基礎をRC造の布基礎等とし、がけの下端から30度より下方に当該基礎底部 (基礎杭含む) を設け、かつ、がけ面を安全に保護等する
	第２項第四号


備考　１  本調書は、愛知県建築基準条例第8条の規定に適合する旨を簡潔に明示するものである
　　　２  本調書のがけとは、高さが２ｍを超え、かつ、勾配が30度を超える傾斜地
３  ３-(2) ①～③により安全上支障がないとする場合は、その根拠として配置図に当該措置等の位置の明示、がけ付近の
断面図のほか、必要に応じて当該措置等に関する設計図書又は検討資料を添付すること

